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 配電設備は配電用変電所から需要家まで膨大な設備を面的に保有している。安全かつ安定的

な電力供給のためには，これらの設備を適切に管理する必要があることから，配電部門では 1960

年代からシステムによる業務支援を積極的に取り入れてきた。 

近年，設備の高経年化や，分散型電源の大量導入にともなう対応の複雑化など，業務の質・量

が変化しつつある。同時に，少子高齢化や熟練技術者の離職による労働人口減少，自然災害時

における復旧時間短縮への社会的要請など，事業環境も変化している。いかなる環境下にあって

も，「公衆保安の確保・電力の安定供給」の使命を果たし続けるために，各電力会社は新たな情報

通信技術の業務適用や，既存の業務システムの最適化，さらには新たな情報通信技術と業務シス

テムとの組み合わせを検討しているところである。 

これらの背景を踏まえ，本研究では，これまで全国的な調査がされていなかった配電業務システ

ムの現状を調査したうえで，新たな情報通信技術に関連する実証実験を行った。これにより，短期

的には着実に業務の品質向上や効率化を図りつつ，長期的には従来の人海戦術的業務から脱

却した新たな配電業務への変革を実現するためのシステム高度化の方向性を明確にした。 

 電力会社で主に配電部門の業務システムの将来像を検討される関係者の方々をはじめ，社会イ

ンフラに関するシステム構築や運用に携わる方々など，より多くの皆様に広く活用していただくこと

を期待する。 

 

１．主な記載内容 

 第 1 章では，本委員会の設置目的と各章における調査や検証結果の概要をまとめた。なお，本

研究では，業務システムを研究の対象範囲としている（表 1）。 

表 1 本研究の対象範囲 

本研究の対象範囲 本研究の対象範囲外 

【業務システム】 

定型的な業務を処理するための情報シス

テムのうち，制御システムを除いたもの。 

（例）工事設計システム，改修管理システ

ム，統計管理システム 等 

【制御システム】 

電気事業の用に供する電気工作物を監

視・制御する機能等を具備した情報 

システム。 

（例）配電自動化システム，スマートメータ

ー制御システム 等 
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 第 2 章「配電業務システムの現状」では，配電業務システムの概要，業務システムの変遷，現在

の導入状況，代表的なシステム構成などについて実態調査をもとに取りまとめた。 

配電業務システムは，地域性やシステム利用者の要望に応じて改良を続けてきたため，各電力

会社で構成に大きな差がある。また，大量のデータを多様な業務で利用・更新する複雑なシステム

構成となっていることから，既存の業務システムを全面的に刷新することは容易ではなく，半数以

上のシステムは 10 年以上利用されている現状にある。また，新たな情報通信技術の活用について

はタブレット端末の導入などは始まっているものの，一部の業務に限定されている実態にある。 

第 3 章「配電業務システムの課題」では，第 2 章で述べた配電業務システムの現状を踏まえたう

えで，労働力減少・災害激甚化・設備高経年化の事業環境変化の中，電力供給の使命を完遂す

るために解決すべき課題を整理した。本研究では，今後業務量が増大すると見込まれる「保全業

務」と，電力の安定供給という社会的責務の大きさから「災害復旧業務」の 2 点を特に取り組むべき

課題領域とした。また，実証実験を通じて，新技術と業務システムの融合を基軸としたシステム高

度化による可能性を検証することとした。 

 第 4 章「保全業務の高度化」では，保全業務全般に対するシステム支援策として，第 4 章の前半

では主にスマートデバイスなどを用いた現場業務支援，後半ではビッグデータ活用を中心に実証

実験を行い，結果と課題を取りまとめた。前半の現場業務支援については，タブレット，ウェアラブ

ルカメラ，人工知能（AI：Artificial Intelligence），仮想現実（VR：Virtual Reality）などの技術を巡視

業務や教育などに活用できるかを検証した。後半のビッグデータ活用では，配電部門で保有して

いるデータやオープンデータの現状を調査した。そのうえで，設備不良発生箇所の予測など，ビッ

グデータをどのように業務に活用できるか検証した。加えて，データ分析基盤の構築について整理

した。 

 第 5 章「システム高度化による災害対応力の向上」では，社会の防災・減災意識の高まりを踏ま

え，災害復旧業務に対するシステム支援の現状を整理した。そのうえで，大規模災害時における

光学衛星画像を用いた実証実験を行い，その結果と課題を取りまとめた。早期復旧のためには，

被害箇所把握の高度化を始め，巡視結果の報告・共有化や社外に向けた情報公開手段の多様

化など，情報の収集・可視化・共有をシステムにより支援することが重要である。本章ではこれらの

支援を情報通信技術の活用により実現するための方向性について整理した。 

第 6 章「配電業務システムの高度化による業務変革の方向性」では，配電業務システムの高度

化による業務変革の方向性を描くとともに，その実現に必要となる具体的な取り組みを提言した。

また，論点となるスマートデバイス・AI・ビッグデータ・リモートセンシングの各要素技術の導入要件

と実証実験の評価について整理した。配電業務システムの将来像については，「第 1 層：現場利

用」「第 2 層：データ分析・処理」「第 3 層：情報取得・提供」の 3 階層にモデル化したうえで，実現

時期別に検討した結果をとりまとめた（図 1）。 
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        ①階層別にモデル化               ②実現時期別に検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 配電業務システムの将来像検討の枠組み 

 

加えて，これまでの調査・実証実験結果にもとづき，業務システムの高度化と業務変革の推進に向

けて次のとおり 2 つの提言を行っている。 

【提言】 

（1）長期的な技術面のギャップを乗り越えるために，電力会社・メーカー・ベンチャー企業・学術

機関・行政との間で情報共有を行うこと 

（2）新たな情報通信技術に対する現場からの納得・定着のために，技術的問題の解決だけでは

なく，業務運用の整理を徹底して行うこと 

 

２．本研究の主な活用方法 

 ○新たな情報通信技術の導入・開発検討 

スマートデバイス，VR，AI，ビッグデータなどの新たな情報通信技術について，実証実験に

基づいた具体的な活用方法や課題について取りまとめられているため，各電力会社における

導入検討はもとより，配電分野を対象とした製品開発・改良の参考としてご活用いただきたい。 

 ○災害復旧業務のシステム支援検討 

災害復旧対応の全体的な流れ，システム支援の現状，情報収集・発信，リモートセンシング

技術の実証実験など幅広く災害復旧業務のシステム支援について取りまとめていることから，

災害復旧業務に関するシステム構築を検討する際の参考としてご活用いただきたい。 

 ○将来の配電業務システムの企画・構想 

本研究の調査・実証実験を通じて，配電業務システムの将来像を実現時期別に整理してい

る。また，本研究を進めていく中で得られた知見から，配電業務変革の実現に向けて，技術的

側面のみならず，その取り組みの進むべき方向性として提言を取りまとめている。このことから，

業務効率化に留まらず，新たな価値を生み出す「業務変革」に向けて関係者が協調していく上

での一指針としてご活用いただきたい。 

以 上 

 


